
有楽町朝日ホール基本利用料

(消費税10％込み)

 
区分 午前・午後 午後・夜間 夜  間 全  日

曜日 9：00～16：30 13：00～21：00 17：30～21：00 9：00～21：00

平日 357,500円 543,400円 326,700円 660,000円

土･日･祝日 424,600円 620,400円 363,000円 718,300円

＊ 利用区分の数え方：午前・午後、午後・夜間は2区分、夜間は1区分、全日は3区分。

＊ 夜間区分のご利用は、試写会（映写のみ）と翌日の催事の仕込みに限ります。

1： 上記料金はAタイプ636席でご利用いただく場合の基本料金です。他のタイプで利用される時は、転換作業の人件費が発生します。

Ｂタイプ772席の転換作業人件費は66,000円（※1）。Cタイプの転換作業人件費は44,000円（※1）、Dタイプは110,000円（※1）。

別途可動いす・仮設舞台代などがかかります。

2： ① 舞台・ロビーの設営作業に要する人件費は別途発生します。

② 照明・音響・映写などのサブ人件費は実費をいただきます。

③ 試写会で舞台挨拶などのイベントがある場合、照明はAセット(有料)になります。

また照明、音響(マイク)の調整などで別途に照明・音響のサブ人件費が発生します。

④ 音響機材・照明機材・プロジェクター・パソコンなど、電源を必要とするものを持ち込まれた場合は、電源利用料をいただきます。

3： 時間延長は原則としてできませんが、やむなく延長した場合、30分につき基本利用料から算出した割増料金をいただきます。

4： テレビ・ラジオ・インターネットなどの番組制作や配信、CD・DVD・ブルーレイディスク制作などの目的で、

生中継・録画・録音を行う場合は収録区分・コンテンツ数に関係なく1催事につき66,000円（※1）の収録料をいただきます。

5： ご利用日の91日以前の解約及び変更は基本利用料の50％、90日以内の解約及び変更は基本利用料の全額を申し受けます。

※1 ： 消費税10％込みの金額です。

控　室　利　用　料

(消費税10％込み)

 
区分 午前・午後 午後・夜間 夜  間 全  日

室別 9：00～16：30 13：00～21：00 17：30～21：00 9：00～21：00

控　室　C 28㎡ ホール基本利用料に含む

控 室A・B
あわせて

56㎡
6,600円 6,600円 3,850円 6,600円 （※2）

控　室　D 20㎡ 2,750円 3,300円 1,650円 3,300円

控　室　E 10㎡ 2,750円 3,300円 1,650円 3,300円

※2 ： 間仕切りを入れ、2部屋としてのご利用も可能です。
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ホール備品利用料 

特別に断りのないものは1日（1回）あたりの料金です (消費税10%込み）

品名  単位　 料金 サイズ 備考

W1,800×D720×H1,070(大)

W1,300×D700×H1,130(小)

司会卓 1台 4,950 円 W1,000×D700×H1,130

花台 1台 1,100 円 W700×D700×H750

● 長机 1台 880 円 W1,800×D450×H700

● 半机 1台 880 円 W900×D450×H700

● テーブルクロス 1枚 880 円 白布(ぶどう柄）

● 衝立 1台 1,650 円 W1,800×D25×H1,800 キャスター部分D545

● 可動いす 1脚 110 円 W540×D550×H450 (710) H =シート高 ( )=背面高

● 折りたたみいす 1脚 110 円 W400×D500×H440 (770) H =シート高 ( )=背面高　

● ホワイトボード 1台 660 円 W1,900×D550×H1,800

レーザーポインター 1本 2,200 円 緑色・赤色レーザー 各1本

● 可動スクリーン 1台 990 円 W1,800×H1,800(スクリーン面) 三脚　スタンド高1,105

①テーブル W700×D700×H520 ①ライトブラウン

②テーブル W600×D600×H450 ②ダークブラウン

H =シート高 ( )=背面高

● ハイチェア 1脚 770 円 H =シート高

● ハイテーブル 1台 770 円 φ400×H645～890 H =テーブル高

指揮者台 1台 770 円 W1,200×D900×H300

指揮者用譜面台 1台 550 円 W590×D440×H970～1,250 高さ可変式 (8段階)

譜面台 1台 440 円 高さ可変式 

譜面灯 1台 330 円

ピアノ（スタインウェイ Ｄ-274） 1台 28,600 円

ピアノ（ヤマハフルコン ＣＦ） 1台 19,800 円

W390×D400×H430～530 (背あり)

W550×D420×H480～580 (背なし)

バスいす 1脚 770 円 W370×D470×H730～800 H =シート高

1枚 3,080 円

1式 56,100 円

6尺×3尺 1台 1,210 円 6尺(1,818)×3尺(909)×4寸(121)

6尺×4尺 1台 1,210 円 6尺(1,818)×4尺(1,212)×4寸(121)

平台 6尺×6尺 1台 2,200 円 6尺(1,818)×6尺(1,818)×4寸(121)

3尺×3尺 1台 880 円 3尺(909)×3尺(909)×4寸(121)

3尺×4尺 1台 880 円 3尺(909)×4尺(1,212)×4寸(121)

箱馬 1個 220 円 1尺(303)×1尺(303)×6寸(181)

開き足 1脚 770 円

砂袋 1個 165 円 3ｋｇ

ウエイト （しず） 1個 165 円 10ｋｇ

①2.5間（4,545)×8尺(2,424)　 ①半双

②2.5間（4,545)×7尺(2,121) ②半双

鳥ノ子屏風 1双 11,000 円 2.5間（4,545)×8尺(2,424) 半双

毛せん (2間) 1枚 1,650 円 緋・紺

● 敷物 1枚 1,320 円 6畳（3,520×2,600）

上敷 1枚 550 円 W9,090×D909

お囃子隠し 1式 5,500 円 W2,150×H1,835×D210

①W530×H310 ①見台

②W940×H270 ②ひざ隠し

③小拍子

座ぶとん 1枚 2,640 円 750×750 紫色・紅緋色・若竹色

長座ぶとん (1間） 1枚 2,640 円

プログラムスタンド 1台 770 円 W425×H1,515

人形立て 1台 165 円 H1,800

いす W620×D580×H360 (750)

W390×D390×H570～780

W500×D350×H780～1,260

対談セット
(テーブル1台・イス2脚）

1セット 2,200 円

講演卓 1台 6,050 円

16,500 円1双

3,300 円1式見台

金屏風

ピアノいす 1脚 770

1区分の料金。2区分利用50％増、
3区分利用100％増。調律代は別。
イス1脚はセット。

H =シート高円

所作台

舞
　
　
　
　
台
　
　
　
　
関
　
　
　
　
係
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品名  単位　 料金 サイズ 備考

A舞台 22,000 円 W18,000×D7,000

B舞台 12,100 円 W18,000×D4,000

黒幕 1枚 6,600 円

ホリゾント幕 1枚 8,800 円 W18,000×H6,700 クリーム色

仮設舞台 1式 33,000 円 舞台高900mm

仮設舞台持ち込み料 1日 11,000 円

イントレ 1式 8,800 円

● 50インチモニター 1式 8,800 円 ブルーレイディスクプレーヤー付

● 姿見 1台 1,980 円

● 吊りフック １本 66 円

● AIサーマルカメラ １台 1,100 円 自立式

1上映・1区分 57,200 円

DLPシネマプロジェクター 2上映・2区分 114,400 円

3上映・3区分 154,000 円

大型スクリーン用レンズ 1日 11,000 円

ブルーレイディスクプレーヤー (DLP用) 1日 11,000 円

インジェスト料 1作品 13,750 円

● 液晶プロジェクター 1台 44,000 円 W561×D439×H224

● 液晶プロジェクター台 1台 770 円 W730×D450×H750 台のみご利用の場合

● ブルーレイディスクプレーヤー 1台 3,300 円

● DVDプレーヤー 1台 3,300 円

スクリーンのみ利用 1日 5,500 円 W8,000×H4,200（最大)

ワイヤレス 1本 6,600 円 ピンマイク含み6波まで

マイクロホン ダイナミック 1本 4,400 円

コンデンサー １本 5,500 円

タイピンワイヤレスマイク 1本 7,700 円 ハンドマイク含み6波まで

ステージスピーカー 1式 22,000 円

中型 1台 3,850 円

小型 1台 2,200 円

映写用スピーカー（L・R） 1式 11,000 円

デジタルリバーブ 1台 3,300 円

ダイレクトボックス 1台 3,300 円

カフボックス 1台 2,200 円

音 声 分 配 器 1台 2,200 円 16分配

CDプレーヤー 1台 4,400 円

MDプレーヤー 1台 4,400 円

カセットテープデッキ 1台 4,400 円

録音 30分につき 1,320 円

インカム(増設分) 1台 1,100 円

音響卓利用料 1日 19,800 円 YAMAHA：CL5

サブ調整卓 1日 16,500 円 MIDAS：VeniceU16

音響機器持ち込み料 1日 12,100 円

Panasonic:PT-MZ880J
8,000㏐/プロジェクター台付

①W500×H1,620
②W380×H1,600
③W450×H1,600

NEC:NC-60LS24Z
スクリーン持ち込みの場合に使用。
取り付け･取り外し作業人件費は
別途発生。

Panasonic：DMR-T3000R
DLP専用のため移動不可

パンチカーペット 黒･グレー･赤

NEC:NC2000C／17,000㏐

1上映は3時間まで。30分を超える毎に
20％増。オペレーター人件費は別。
主催者立ち会いの映写チェックは本編上映
時間と合算で請求。

映画上映以外のデータ投影を行う場合は、
仕込みから撤収までの区分料金となりま
す。

モニタースピーカー

メディア代は別
(USB・CD-R・SDHC・MD・テープ)

舞

台

関

係

映
　
　
　
像
　
　
　
関
　
　
　
係

音
　
　
　
響
　
　
　
関
　
　
　
係
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品名  単位　 料金 サイズ 備考

Aセット（シンポジウム､講演会など） 

500Wスポットライト35台まで

Cセット（コンサート､ショー、式典など）　　　　　

500Wスポットライト80台まで

500W スポットライト １台 1,100 円 1区分の料金

1kW スポットライト 1台 1,650 円 1区分の料金

2kW ピンスポットライト 1台 4,180 円 1区分の料金

700W ピンスポットライト 1台 2,200 円 1区分の料金

1kW リモコンスポットライト 1台 2,090 円 1区分の料金

575W ソースフォー426 1台 1,650 円 1区分の料金

500W PAR　　　 1台 1,100 円 1日料金

ポリカラー 1枚 770 円

照明卓利用料 1日 19,800 円 丸茂電機：プリティナメガ

遠方操作ボックス 1台 11,000 円

持ち込み器具電源利用料 １ｋW 330 円 1区分の料金

同時通訳室利用料 2カ国語対応 37,400 円 1カ国語追加に付き18,700円が発生

照明人件費 １催事

１区分 23,958 円

照明サブ人件費 2区分 23,958 円

3区分 31,944 円

音響人件費 １催事

１区分 23,958 円

音響サブ人件費 2区分 23,958 円

3区分 31,944 円

舞台人件費 １催事 17,600 円

舞台転換人件費 １転換 8,800 円

Bタイプ転換作業人件費 １催事 66,000 円

Cタイプ転換作業人件費 １催事 44,000 円

Dタイプ転換作業人件費 １催事 110,000 円 舞台はBタイプに、走行席を格納。

8時間まで 27,500 円

1時間延長 4,125 円

8時間まで 27,500 円

●はホール、スクエア、ギャラリー共用の備品です。

DLPシネマプロジェクターの映写などを
行う。

円
1区分の料金。2区分利用は50％増、
3区分利用は100％増。

映
写

Bセット（映写のみの試写会）                    　　　　　　　　　　　
ホール利用料

に含む

1日8時間を超えた場合、
1時間毎にかかる。

DLPシネマプロジェクター
オペレーター人件費

インジェスト作業人件費

客席数を増やすためなど、舞台の前面を撤
去｡舞台の大きさは4m×18m。
最大772席。可動いす代1脚110円別途。

舞台はAタイプ（7m×18m）。
走行席を格納し客席前面を13m×18mの
平土間にする。

前日までにDCPのインジェスト作業を行う。

15,400

舞台上やロビーの設営に関して、
ホールの備品の仕込みから撤収作業
までを行う。

舞台転換の際の人件費。
申し込み区分数までの転換は無料。
区分数を超えると1回毎に発生。

舞
台

22,000 円
1区分の料金。2区分利用は50％増、
3区分利用は100％増。

照
明

ホール利用料に含む

舞台・客席の照明をつくりオペレーション
を行う。通常の催事では2人1組で作業。
サブ人件費は、「午前・午後」または
「午後・夜間」ご利用の場合は2区分、
「全日」は3区分。

音
響

ホール利用料に含む

マイクテストや音響設備に関しての仕込み・
オペレーションを行う。
通常の催事では2人1組で作業。
サブ人件費は、「午前・午後」または
「午後・夜間」ご利用の場合は2区分、
「全日」は3区分。

人
　
件
　
費
　
関
　
係

照
　
明
　
関
　
係

そ
の
他
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